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人口減少対策本格

始動

キャリング・ウオー

ター・プロジェクト

第51回越前大野名

水マラソン　など

結の故郷越前おおの

プレミアム商品券

国体市準備委員会設立

九頭竜新緑まつり　

など

結の故郷推進シンポ

ジウム　など

生活習慣病健診・が

ん検診　など

婚活始めてみませんか　

など

農業・農村の活性化

を支援　など

市の人事異動

定例市議会　など

今月の表紙
カタクリ

　矢地区には、３ヘクタール、
100万本のカタクリの群生
地があります。４月19日ま
で矢ばなの里かたくりまつ
りが開催され、大勢の人が
訪れました。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

今月の国民の祝日

３日日　憲法記念日
４日月　みどりの日
５日火　こどもの日

　　 国旗を掲げましょう

人
口
減
少
対
策

　
　       
本
格
始
動
！

　

人
口
減
少
は
今
後
も
加
速
度
的

に
進
み
、
地
域
経
済
は
縮
小
さ
れ

ま
す
。
そ
う
す
る
と
住
民
の
経
済

力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
地
域
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
基
盤
の
維
持
が

困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
ま

ま
地
方
が
弱
体
化
す
れ
ば
、
地
方

か
ら
の
人
材
流
入
が
続
い
て
き
た

大
都
市
も
衰
退
し
、
競
争
力
が
弱

ま
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方
創

生
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
次
の
視

点
か
ら
、
人
口
、
経
済
、
地
域
社

会
の
課
題
に
対
し
て
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

①「
東
京
一
極
集
中
」を
是
正
す
る

②
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育

　

て
の
希
望
を
実
現
す
る

③
地
域
の
特
性
に
即
し
て
地
域
課

　

題
を
解
決
す
る　

　

地
方
創
生
は
、
人
口
減
少
が
地

域
経
済
の
縮
小
を
呼
び
、
地
域
経

済
の
縮
小
が
人
口
減
少
を
加
速
さ

せ
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

（
悪
循
環
の
連
鎖
）に
歯
止
め
を
か

け
、
好
循
環
を
確
立
す
る
取
り
組

み
で
す
。
悪
循
環
を
断
ち
切
る
に

は
、
地
方
に「
し
ご
と
」が「
ひ
と
」

を
呼
び
、「
ひ
と
」が「
し
ご
と
」を

呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
す
る
こ

と
で
す
。

　

地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を

生
み
出
し
、
そ
の
好
循
環
を
支
え

る「
ま
ち
」に
活
力
を
取
り
戻
し
、

人
々
が
安
心
し
て
生
活
を
営
み
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会

環
境
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に
一

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の

創
生
な
の
か

求
め
ら
れ
る

地
方
創
生

まち・ひと・しごと創生とは
　少子化・高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京
圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来
にわたって活力ある日本社会を維持していくために、まち・ひと・しごと創生に関する
施策を総合的かつ計画的に実施する。
まち▷国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域
　　　社会の形成
ひと▷地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保
しごと▷地域における魅力ある多様な就業の機会の創出

　

近
年
深
刻
化
す
る
人
口
減
少
に
対
し
て
、
国
が
策
定
し

た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
基
本
に
本

市
も
人
口
減
少
対
策
会
議
を
設
置
し
て
、
そ
の
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。 

問　

企
画
財
政
課　
（
☎
64
・
４
８
２
３
）
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○
自
立
性

　

地
方
・
地
域
・
企
業
・
個
人
の
自
立
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　

と
。
こ
の
中
で
、
外
部
人
材
の
活
用
や
人
づ
く
り
に
つ
な
が

　

る
施
策
を
優
先
課
題
と
す
る

○
将
来
性

　

地
方
が
主
体
と
な
り
行
う
、
夢
を
持
つ
前
向
き
な
取
り
組
み

　

に
対
す
る
支
援
に
重
点
を
置
く
こ
と

○
地
域
性

　

国
の
施
策
の「
縦
割
り
」を
排
除
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
よ

　

り
各
地
域
の
実
情
や
将
来
性
を
十
分
に
踏
ま
え
た
、
持
続
可

　

能
な
施
策
を
支
援
す
る
こ
と

○
直
接
性

　

ひ
と
・
し
ご
と
の
移
転
・
創
出
を
図
り
、
こ
れ
を
支
え
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
直
接
的
に
支
援
す
る
こ
と

○
結
果
重
視

　

プ
ロ
セ
ス
よ
り
も
結
果
を
重
視
す
る
支
援
で
あ
る
こ
と
。
こ

　

の
た
め
、
目
指
す
べ
き
成
果
が
具
体
的
に
想
定
さ
れ
、
検
証

　

な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

①
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
と

　

と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
創
生
総
合
戦
略

政
策
の
５
原
則

基
本
目
標

市の地方創生の取り組み
　人口減少対策会議では、各種アンケート調査や統計データの分析結果をもとに次のことに取り組みます。

①本市の人口推計の分析および中長期的な将来展望を描く大野市人口ビジョンを策
　定します。
②今後５年の地方創生および人口減少対策の政策目標・施策を定める総合戦略を策定
　します。
※国のまち・ひと・しごと創生総合戦略の交付金を利用して、本年度はさまざまな事業を展開することとしています。
　広報おおの６月号からシリーズで地方創生に関する取り組みを紹介します。

市の人口推移と見通し

（平成22年までは国勢調査。平成27年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計）
昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年
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年少人口（0～14歳）
人

生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳～）

加速する人口減少と少子化・高齢化の波
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彩
り
運
動

　

４
月
下
旬
か
ら
各
地
区
の
人
々

が
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花
の
苗
を
育

て
、
大
会
当
日
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
を
花
の
道
に
彩
り
、
ラ
ン
ナ
ー

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

給
水
サ
ー
ビ
ス

　

コ
ー
ス
上
に
設
置
さ
れ
た
給

水
所
、
ス
ポ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ラ

ン
ナ
ー
に
冷
た
い
名
水
と
声
援

を
送
り
ま
す
。

荷
物
預
か
り
所

　

市
内
中
学
生
が
元
気
な
あ
い
さ

つ
で
、
ラ
ン
ナ
ー
の
大
切
な
荷
物

を
預
か
り
ま
す
。

無
料
テ
ー
ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

　

柔
道
整
復
師
が
ス
タ
ン
バ
イ

し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
テ
ー
ピ
ン
グ

な
ど
の
ケ
ア
を
無
料
で
行
い
、
ラ

ン
ナ
ー
が
安
心
し
て
レ
ー
ス
に

挑
む
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

会
場
周
辺
で
交
通
規
制

　

下
の
図
の
と
お
り
、
六
間
通
り

や
三
番
通
り
、
こ
ぶ
し
通
り
な
ど

の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。
車
で
通
行
の
際
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

　
（
☎
65
・
５
５
９
２
）

　

大
会
当
日
の
午
前
中
は
、
ま
ち

な
か
循
環
バ
ス
を
運
休
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
通
常
通
り
運
行
し

ま
す
。

問　

建
設
整
備
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
２
）

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

　

本
市
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト「
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」を
い

よ
い
よ
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
森
脇
健
児
さ
ん
を

お
招
き
し
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
内
で
は
、ラ
ン
ナ
ー

を
お
も
て
な
し
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
コ
ー
ス
沿
線
の
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
と
目
の
前
を
駆

け
抜
け
る
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
に
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
も
て
な
し

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

一
部
運
休

Ｅ
エ ン ジ ョ イ

ＮＪＯＹ　Ｒ
ラ ン ニ ン グ

ＵＮＮＩＮＧ　Ｗ
ワ ー ル ド

ＯＲＬＤ
　名水マラソンに向けて、走り方のアドバイスをします。一緒に汗を流しませんか。

日程　５月２日～ 23日の水土

時間　水午後７時30分～９時、土午後６時～７時30分

対象　16歳以上　　参加料　2000円（保険代込）

申込方法　市陸上競技協会の朝日正幸さんに電話で申し

　込む（☎090・3298・3325）。途中参加も可

問　市陸上競技協会　小林さん（☎090・2377・4173）

 ５月24日日午前９時10分スタート

午前6時00分～午後0時20分　通行止め（マラソンのため）
午前7時00分～正午　通行止め（七間朝市のため）
午前8時00分～午後0時15分　通行止め（マラソンのため）

の箇所は通り抜けできません

ランナーが横断する９時20分ごろから11時30ごろは、通行が
困難になります回り道に協力を

図書館

銀行

消防署

市役所

結とぴあ

休日急患診療所

開成中

GS

小山小

上舌交差点

大野高校

スーパー
マーケット

有終
南小

生命保険会社

篠座神社

かえで通りかえで通り

七間通り七間通り

石灯籠通り石灯籠通り二
番
通
り

三
番
通
り

四
番
通
り

五
番
通
り

寺
町
通
り

進
行

←

直
進
可

←

進
行

直
進
可

商工会議所

結ステーション

めいりん亀山

国
道
1
5
8
号

三
番
通
り

行

トンネル

第
51
回 
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結の故郷越前おおの
プレミアム商品券６月発行

多子世帯、ひとり親世帯を応援します
　多子世帯、ひとり親世帯に2000円分の商品券を交
付します。商品券の取扱店や有効期限は、結の故郷
越前おおのプレミアム商品券と同じです。
対象世帯　３人以上の子ども（平成９年４月２日～平
　成27年４月１日生）がいる世帯（世帯を別にする子
　どもを養育している場合も、申請があれば交付し
　ます）、児童扶養手当を受給している世帯
交付期間　６月13日土～ 12月11日金
交付場所　結とぴあ（有終会館）※平日の午前９時～
　午後５時（６月13日土、14日日は、特設窓口を開設）

交付方法　対象世帯に引換券を送付しますので、交
　付期間内に福祉こども課に持参（５月中に引換券が
　届かなかった場合は、問い合わせてください）
その他　結婚した世帯、出産した世帯に、結の故郷
　すこやか・ゆめみらい応援券（年額10万円の商品
　券）を最長３年間交付する事業をスタートします。
　受付開始は、７月１日を予定しています。詳しくは、
　広報おおの６月号でお知らせします
問　福祉こども課 （☎64・5142）

　大野商工会議所では、市と連携し、「結の故郷越前おおのプレミアム商品券」を１万2000セット発行します。１枚
1000円の券13枚つづりを１万円で販売します。購入される人は、広報おおの６月号に折り込まれる商品券の購入
チラシを、販売所へ持参してください。
　市内協賛店で使用できるお得な商品券をこの機会に購入してください。
販売期間　６月13日土～12月11日金　※完売次第終了
販売場所　６月13日土・14日日は、市役所、和泉ふれあい会館、６月15日月以降は、大野商工会議所
有効期限　12月12日土
その他　世帯当たり２セットまで購入できます （９月以降も商品券があれば、この上限はなくなります）
問　大野商工会議所 （☎66・1230）

地
域
経
済
に

好
循
環
を
‼
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　３月18日、2018年に開催される福井しあわせ元気国体と全国障害者スポーツ大会に向けた、準備委員会の設
立総会と第１回総会が結とぴあで開かれ、市内の関係団体や各企業などから約120人が出席しました。
　設立総会では、設立趣意書や会則が採択され、引き続き開かれた第１回総会では、開催方針や実施目標などが
審議されました。

○基本方針
　　福井しあわせ元気国体等（第73回国民体育大会と第18回全国障害者スポーツ大会）は、市民一人一人が「おも
　てなし」の心を持って選手等を温かくお迎えし、本市を訪れる選手・役員をはじめ、応援観戦に来られる方々が
　十分満足していただける本市ならではの魅力あふれる大会を目指すこととする。
　　また、市民総参加・市民協働で開催する国体等を契機に、市民のスポーツへの関心を高め、より一層のスポー
　ツ活動の普及・発展を図るとともに、本市の恵まれた自然や歴史・文化等の地域資源を全国に紹介する絶好の機
　会と捉え、”結の心”を深め、本市のまちづくりの将来像である「ひかりかがやき、たくましく、心ふれあうまち」
　の実現に向けたまちづくりを推進する。

○実施目標
　▷市民総参加・市民協働による大会
　▷おもてなしの心による大会
　▷選手が持てる力を発揮できる大会
　▷競技力の向上と市民スポーツの振興につながる大会
　▷本市の魅力を発信する大会
　▷交流を深めるきっかけとなる大会

大野市準備委員会を設立

競技で使用する用具などを展示

市のゆかりある
　　キャラもPRに参画
　大会の積極的な周知を図るため、市のマスコット
キャラクター「うぐピー」、「うめピー」、「ゆいピー」な
ど、本市にゆかりのあるキャラクターら７体が特別広
報委員として委嘱を受けました。
問　国体推進室（☎64・4826）
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月
日　

５
月
16
日
土
・
17
日
日

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

九
頭
竜
国
民
休
養
地

問　

和
泉
支
所
住
民
振
興
課　

　
（
☎
78
・
２
１
１
１
）

ウ
オ
ー
タ
ー
ダ
ッ
シ
ュ　

透
明
な

　

ボ
ー
ル
の
中
に
入
っ
て
水
上
歩

　

行
が
楽
し
め
ま
す
。

　

料
金　

１
回
５
０
０
円

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン　

人
気
の
ス

　

ポ
ー
ツ「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
」

　

が
体
験
で
き
ま
す
。

化
石
発
掘
体
験　

化
石
が
発
見
さ

　

れ
た
地
層
の
岩
石
で
発
掘
体
験

　

が
楽
し
め
ま
す
。

　

料
金　

中
学
生
以
下
５
０
０
円
、

　

大
人
１
０
０
０
円

 

新
緑
市
場　

市
内
の
特
産
品
や
新

　

鮮
な
野
菜
な
ど
を
即
売
す
る

　

ほ
か
、
旬
の
味
覚
を
販
売
し
ま

　

す
。
ま
た
、
交
流
市
町
の「
里

　

の
幸
」や「
海
の
幸
」も
併
せ
て 

　

販
売
し
ま
す
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車　

中
竜
鉱
山
で
実

　

際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ト
ロ
ッ

　

コ
の
乗
車
体
験
が
で
き
ま
す
。

新
緑
ス
テ
ー
ジ　

市
内
や
近
隣
の

　

地
域
か
ら
の
太
鼓
や
踊
り
な
ど

　

の
郷
土
芸
能
を
中
心
と
し
た

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

　

ま
す
。

　

初
日
は
、午
前
10
時
か
ら
ス
テ
ー

　

ジ
で
開
会
式
を
実
施
し
ま
す
。

遊
び
の
広
場　

木
工
体
験
、
縁
日

　

コ
ー
ナ
ー（
昔
遊
び
）、
パ
コ
ー

　

ン
教
室（
簡
易
太
鼓
を
使
っ
た
リ

　

ズ
ム
遊
び
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

新
緑
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

市
内

　

外
か
ら
出
店
者
が
集
ま
る
フ

　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。

憩
い
の
茶
処　

新
緑
の
中
で
、
抹

　

茶
と
和
菓
子
を
提
供
し
ま
す
。

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー　

市
か

　

ら
の
お
知
ら
せ
、
中
部
縦
貫
自

　

動
車
道
整
備
促
進
、
Ｊ
Ｒ
越
美

　

北
線
利
用
促
進
な
ど
の
情
報

そ
の
他

・
九
頭
竜
ダ
ム
見
学
ツ
ア
ー

・
新
緑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
申

　

込
チ
ー
ム
の
み
）

・
流
木
の
無
料
配
布

・
県
産
材
利
用
促
進
コ
ー
ナ
ー

・
Ｊ
Ｒ
利
用
者
に
対
し
て
、
会
場

　

内
で
使
用
で
き
る
お
買
物
補
助

　

券
を
進
呈

九
頭
竜
新
緑
ま
つ
り

○運行日　５月16日土・17日日
○運行時刻
　越前大野駅発　午前11時39分
　九頭竜湖駅発　午後０時22分、２時34分、４時32分
　のいずれか
○対象　市民
○定員　両日とも60人 （先着）
○運賃　無料 （乗車整理券が必要）

○申込期間　５月１日金～13日水
○申込方法　市民生活課で申込用紙に必要事項を記
　入すると、その場で乗車整理券を渡します。土、日、
　祝日と平日の午後５時15分以降は宿直室で受け付
　けます
問　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会事務局
　（市民生活課内☎66・1111内線1213）

第29回

一
般
企
画

注
目
企
画
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ス
タ
ン
プ
設
置
施
設　
　

・
道
の
駅
九
頭
竜

・
平
成
の
湯

・
和
泉
郷
土
資
料
館

・
九
頭
竜
新
緑
ま
つ
り
会
場

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙
は
各
施

　

設
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ル
ー
ル　

ス
タ
ン
プ
は
、
次
の
条

　

件
を
ク
リ
ア
し
た
ら
押
し
ま
す
。

・
道
の
駅
九
頭
竜
▽
５
０
０
円
以

　

上
の
お
買
物

・
平
成
の
湯
▽
入
浴

・
和
泉
郷
土
資
料
館
▽
入
館

・
九
頭
竜
新
緑
ま
つ
り
▽
来
場　

　
（
総
合
案
内
で
ス
タ
ン
プ
を
押

　

し
ま
す
）

賞
品

・
九
頭
竜
賞　

ホ
テ
ル
フ
レ
ア
ー

　
　

ル
和
泉
ペ
ア
宿
泊
券
を
１
人

・
和
泉
賞　

和
泉
地
区
の
特
産
品

　
　

を
20
人

応
募
方
法　

道
の
駅
九
頭
竜
と
平

　

成
の
湯
に
設
置
し
て
い
る
応
募

　

箱
に
入
れ
る
か
、
郵
送
し
て
く

　

だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
９
１
２
ー
０
２
９
２

　

大
野
市
朝
日
16
ー
３
ー
４　

　

和
泉
支
所
内
九
頭
竜
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会
事
務
局

+

支
所
内
九
頭
竜
ま
つ
り
実

　

委
員
会
事
務
局

七間朝市山菜フードピア
　越前おおのの豊かな自然に育まれた農産物や

山菜などが勢ぞろいします。山菜の天ぷらや名

水そばが人気の山菜茶屋が開設され、花苗の即

売や、朝市ゆかりの地域の特産品なども販売。

400年以上続く城下町の風情を感じながら、春

の味覚をお楽しみください。

日時　５月９日土午前10時～午後４時、10日日

　午前８時～午後１時30分

場所　七間通り

問　越前大野七間朝市振興協議会

　（☎69・9520）平日の午前中のみ

目
玉
企
画
！ 

九
頭
竜
新
緑
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ＪＲ越美北線時刻表

福　　井 発 ●8：35 9：08 12：49 14：54
越前花堂 発 9：12 12：53 14：58
越前東郷 発 ●8：45 9：21 13：02 15：07
美　　山 発 ●8：59 9：41 13：21 15：29
牛 ヶ 原 発 9：56 13：37 15：44
北 大 野 発 9：59 13：39 15：47

越前大野
着 ●9：14 10：02 13：42 15：50
発 ●9：16 10：15 ★11：39 13：44

越前田野 発 10：19 ★11：43 13：49
越前富田 発 10：22 ★11：46 13：51
下 唯 野 発 10：26 ★11：51 13：56
柿 ヶ 島 発 10：28 ★11：53 13：58
勝 原 発 10：33 ★11：58 14：03
越前下山 発 10：42 ★12：07 14：11
九頭竜湖 着 ●9：41 10：46 ★12：12 14：16

九頭竜湖 発 10：58 ★12：22 ★14：34 ★16：32
越前下山 発 11：02 ★12：27 ★14：38 ★16：36
勝 原 発 11：08 ★12：34 ★14：45 ★16：42
柿 ヶ 島 発 11：13 ★12：38 ★14：50 ★16：47
下 唯 野 発 11：16 ★12：41 ★14：52 ★16：50
越前富田 発 11：20 ★12：45 ★14：56 ★16：54
越前田野 発 11：22 ★12：48 ★14：59 ★16：56

越前大野
着 11：26 ★12：52 ★15：04 ★17：01
発 10：13 11：29 15：08 17：07

北 大 野 発 10：16 11：33 15：11 17：10
牛 ヶ 原 発 10：19 11：36 15：14 17：13
美 山 発 10：33 11：50 15：30 17：29
越前東郷 発 10：53 12：09 15：49 17：48
越前花堂 発 11：02 12：18 15：59 17：57
福 井 着 11：06 12：22 16：03 18：01

越前大野・九頭竜湖駅方面 福井方面

まつり会場行き　九頭竜湖駅発
9：50 10：20 10：50 11：20 11：40 12：20 13：20 14：20 14：50

九頭竜湖駅行き　まつり会場発
10：20 11：20 11：50 13：20 14：10 14：50 15：20 15：50 16：00

★　ふれあい市民号　●　臨時列車

無料シャトルバス時刻表

和
泉
地
区
の
観
光
施
設
を

巡
っ
て
、
豪
華
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

※臨時列車のダイヤは都合により、一部変更になる場合があります
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市
で
は
、
毎
月
10
日
前
後
に
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
の
訓
練
放
送

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
８
日
に
行
う
毎
月
の
訓

練
放
送
に
加
え
、
27
日
に
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
活
用
し
た
国
か
ら
の
緊
急
地
震

速
報
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末（
和
泉
地

区
の
み
）か
ら
、
毎
月
実
施
し
て

い
る
訓
練
放
送
と
同
じ
く
ら
い
の

音
量
で
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放

送
さ
れ
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
水
午
前
10
時

　

15
分
ご
ろ

訓
練
放
送
の
内
容

　
（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

　

こ
ち
ら
は
、
大
野
市
で
す
。

　

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行

　

い
ま
す
。

　
（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）

　

緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

　

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放

　

送
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で

　

す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
大
野
市
で
す
。
こ

　

れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

　
（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

　

※
放
送
内
容
は
、
変
更
に
な
る

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

　

が
あ
る
場
合
、
訓
練
放
送
は
中

　

止
し
ま
す
。
当
日
は
、
訓
練
放

　

送
な
ど
の
情
報
伝
達
訓
練
が
全

　

国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

結の故郷推進シンポジウム
　市では、「結の故郷　越前おおの」として、地域ブランドを戦略
的に構築・発信し、認知度の向上や交流人口の増加などを通じて、
地域経済の活性化を目指します。
　本フォーラムでは、人口減少が叫ばれている今、市が置かれて
いる状況をあらためて確認するとともに、越前おおの総ブランド
化の展開を図り、今後私たちが取り組んでいくべきことについて
考えるための機会とします。

福井県立大学地域経済研究フォーラムin大野

日時　５月30日土午後１時30分～４時
場所　市民ホール （市役所）
内容　○基調講演　
　　　　演題　大野市の経済指標から見る経済活性化戦略
　　　　講師　県立大学地域経済研究所　井上武史准教授
　　　○パネルディスカッション
　　　　演題　越前おおの総ブランド化の可能性と課題
　　　　パネリスト　福井和泉リゾート㈱　巣守和義代表取締役
　　　　　　　　　　地域ブランドデザイン’s　中川陽如代表
　　　　　　　　　　うおまさcafe　山本恭子オーナー
　　　　　　　　　　岡田高大大野市長
　　　　コーディネーター　県立大学地域経済研究所　南保勝教授
申込方法　電話かファクス、電子メールで申し込む
その他　保育ルームあり （事前申込が必要）
問　結の故郷推進室 （☎64・4824　FAX65・8371）
　yuinokuni@city.fukui-ono.lg.jp

井上武史准教授

南保勝教授 巣守和義さん

山本恭子さん中川陽如さん

～越前おおの総ブランド化をめざして～
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特
定
年
齢
の
人
は
無
料　

　

次
の
年
齢
の
人
は
、
該
当
す
る

健
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
特
定
健
診

　
（
受
診
券
に
無
料
と
表
示
）

　
　

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

　

平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

28
年
４
月
１
日
ま
で
に
41
歳
、

　

46
歳
、
51
歳
、
56
歳
、
61
歳
、

　

66
歳
、
71
歳
に
な
る
人

○
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
　

平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
21

　

歳
、
26
歳
、
31
歳
、
36
歳
、
41

　

歳
に
な
る
人

　
　

平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
23

　

歳
、
28
歳
、
33
歳
、
38
歳
に
な

　

り
過
去
５
年
間
に
市
の
子
宮
頸

　

が
ん
検
診
を
１
度
も
受
け
て
い

　

な
い
人

○
乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・

　

肝
炎
検
査

　
　

平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
41

　

歳
、
46
歳
、
51
歳
、
56
歳
、
61

　

歳
に
な
る
人

受
診
券
・
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

発
送

　

生
活
習
慣
病
健
診
や
が
ん
検
診

の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
４
月
下

旬
か
ら
受
診
券
を
各
地
区
の
集
団

検
診
実
施
日
に
合
わ
せ
て
郵
送
し

ま
す
。
受
診
券
が
届
い
た
ら
内
容

を
確
認
し
、
受
診
日
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
検
診
の
ほ
か
に
個
別
に
医

療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
受
診
券
に
同
封
さ
れ
て
い
る

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
・
肝
炎
検
査
を
無
料
で
受

診
で
き
る
年
齢
の
人
に
は
別
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
り
ま
す
。

受
診
上
の
注
意

　

健
診
を
受
診
す
る
と
き
に
は
、

必
ず
受
診
券
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
の
集
団
検
診
の
定
員
は

１
日
45
人
で
す
。

　

4
月
1
日
以
降
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、
特
定
健
診
を
希
望

す
る
40
歳
以
上
の
人
は
、
受
診
券

を
送
り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
み
み
よ
り
情
報

　

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
集

団
健
診
・
個
別
健
診
を
受
診
し
た

人
や
職
場
健
診
の
結
果
を
提
供
し

て
く
れ
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
、

健
康
関
連
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

○
賞
品

　

Ａ
賞　

マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
ッ
シ
ョ

　
　

ン
を
３
人

　

Ｂ
賞　

あ
っ
宝
ん
ど
プ
リ
ペ
イ

　
　

ド
カ
ー
ド
を
30
人

○
発
送　

平
成
28
年
４
月

　

※
平
成
26
年
度
に
集
団
健
診
な

　
　

ど
を
受
診
し
た
約
１
８
０
０

　
　

人
の
中
か
ら
抽
選
で
家
庭

　
　

用
電
子
血
圧
計
を
３
人
に
、

　
　

あ
っ
宝
ん
ど
プ
リ
ペ
イ
ド

　
　

カ
ー
ド
を
30
人
に
贈
呈
し

　
　

ま
し
た
。

問　

健
康
長
寿
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　
　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
２
０
４
）

生
活
習
慣
病
健
診
・
が
ん
検
診

血圧下げようプロジェクト参加者募集!!
　高血圧が長く続くと、脳卒中や心疾患、慢性腎臓病などの重大な病気につながります。１日に取った塩分
量を調査し、減塩の方法について学び、高血圧を予防しましょう。

日時　（全３回で１シリーズ）
　夜の部　６月２日火、７月３日金、８月７日金午
　　後７時～８時30分
　昼の部　９月１日火、10月６日火、11月４日水
　　午後２時～３時30分

場所　結とぴあ （有終会館）
対象　40歳～74歳までの市民
定員　各20人 （先着）
参加料　無料
問　健康長寿課（☎65・7333）

　

５
月
１
日
か
ら
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

市
か
ら
送
る
受
診
券
を
使
う
と
と
て
も
お
得
に
生
活
習
慣
病
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
や
大
切
な
人
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
１
年
に
１
回
は
必
ず
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

～
い
つ
か
行
く 

い
つ
か
行
く
な
ら 

明
日
け
ん
し
ん
～

■あなたの受診する日と会場です。

※受診券が届いた方で、既に病院等にかかっており、健診を受診しない方はご連絡ください。

※上記以外の会場や医療機関でも受診できますので、ご都合に合わせて受診してください。

※受付時間は、別紙日程表を必ずご確認ください。

日　　付

会　　場

生活習慣病健診
がん検診受診券

健診当日
持ってくるもの

受　診　券

健康保険証

自己負担金

□

□

□

※指定された年齢に該当する方は、生

活習慣病及び大腸がん、子宮頸がん、

乳がん検診を無料で受診できます。

　（詳細は各受診券の裏面をご覧くだ

　さい。）

大野市
①
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毎
回
好
評
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ロ
ウ
・
ト
リ
ッ
プ
」を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
開
催
時
期
は
７
月

と
10
月
の
２
回
を
予
定
。
昨
年
開

催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
15
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
内

容
は
、
婚
活
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
で
検
討
し
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
全
国
の
婚
活
指
導

で
高
い
実
績
を
誇
る
講
師
を
招

き
、
婚
活
に
必
要
な
会
話
力
や
交

際
力
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に
付
け

ま
す
。
男
女
ペ
ア
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

通
し
て
、
異
性
の
本
音
や
考
え
方

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

時
間
と
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
は

蓄
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
感
謝
の
心
と
希
望
を

持
っ
て
行
動
し
、
す
て
き
な
出
会

い
の
チ
ャ
ン
ス
を
引
き
寄
せ
ま

し
ょ
う
。

　

異
性
心
理
の
理
解
か
ら
会
話

力
・
交
際
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ま

で
、
あ
な
た
の
魅
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

日
程　
（
全
12
回
）
４
月
～
平
成

　

28
年
３
月
の
第
２
土
※
６
月
は

　

第
３
土

時
間　

午
後
５
時
～
９
時

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

講
師　

本
城
稔
さ
ん

対
象
者　

20
歳
以
上
の
独
身
者　

参
加
料　

男
性
１
回
２
０
０
０

　

円
、
女
性
１
回
１
０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

郵
送
で
氏
名
・
住
所
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
伝
え
る

　

独
身
者
の
親
や
結
婚
相
談
員
、

事
業
所
の
管
理
職
な
ど
、
婚
活
を

応
援
す
る
皆
さ
ん
の
た
め
の
講
座

で
す
。
子
ど
も
の
自
主
性
、
自
発

性
、
行
動
力
を
引
き
出
す
親
の
反

応
な
ど
、
子
育
て
の
参
考
に
も
な

る
内
容
で
す
。
子
育
て
中
の
人
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
（
全
12
回
）
４
月
～
平
成

　

28
年
３
月
の
第
２
土
※
６
月
は

　

第
３
土

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

講
師　

本
城
稔
さ
ん

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

郵
送
で
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
伝
え
る

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
０
２
９
４
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
１
ー
19

　
結
と
ぴ
あ
内
（
有
終
会
館
）

文化事業補助の希望団体を募集
　市では、文化芸術活動を行う団体に補助金を交付
します。平成27年度補助を希望する団体は、認定申
請書を提出してください。
　補助の対象となる経費や補助率などは、内容によ
り異なります。自主的な団体が定例的に行う事業は
対象となりません。詳しくは、問い合わせてください。
提出書類　認定申請書 （事業計画書・実施者名簿・収
　支予算書）

対象となる事業　
・市民が自ら行う公演や展示で市民に広く公開され
　るもの
・市民が保存・普及のために一定期間継続して行う
　伝統芸能活動や歴史、科学などの調査研究活動
・美術・音楽・文化・舞台芸術などの活動
締切　５月29日金
問　生涯学習課 （☎65・5590）

婚
活
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

～
す
て
き
な
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
引
き
寄
せ
ま
し
ょ
う
～講師の本城稔さん

○集落学習推進事業
　集落で行う学習活動を支援します。青年会、壮年
会など、合わせて３回以上の学習を行う場合が該当
します。１回は指定するテーマ（家庭・地域の教育力）
を学習してもらいます。
対象　集落
助成額　１万円以内
助成区数　３行政区 （先着）
○生涯学習グループ活動支援事業
　市内で自主的に活動している生涯学習グループを
支援します。

対象　市民や市内に勤務する人で構成された、生涯
　学習の促進につながる活動を行うグループ（特定の
　政党や宗教などの宣伝を目的とするもの、特定の企
　業や団体の宣伝、営利を目的とするものは対象外）
助成額　２万円以内
助成団体数　３団体 （先着）
○生涯学習ガイドブックの発刊
　「人材活用事業」や「わく湧くお届け講座」など生涯
学習に役立つ情報を掲載したガイドブックを発行し、
各集落や社会教育団体、個人の希望者に配布します。
問　生涯学習課 （☎65・5590）

集落の学習活動やグループ活動を支援します

 

婚
活
力
ス
テ
ッ
プ

　
　

  

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
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農業・農村の活性化を支援

　市内の堆肥製造施設（六呂師堆肥センター、富田
酪農堆肥組合の堆肥製造施設）で製造された堆肥の
購入・散布経費を助成します。
補助金額　堆肥購入は、堆肥製造施設での堆肥購入

価格が1500円／㎥となるよう、定価との差額を補
助。堆肥散布は、堆肥製造施設で購入した堆肥の
機械散布を委託した量に応じて、500円／㎥を補助

　特産作物の生産振興を図るため、「越前おおの里
の恵み」認証制度や「越前おおの産」産地保証制度に
登録したり、耕作放棄地で特産作物の栽培に積極的
に取り組んだりする小規模農家などを支援します。
対象者　販売目的を持って特産作物を栽培する小規

模農家、生産者グループ
対象作物　サトイモ、ネギ、ナス、キク、穴馬かぶ

ら、穴馬スイートコーン
対象機械　防除機、堆肥散布機、選別機、畝立機、

溝掘機、格納庫、野菜保管庫など
補助金額　 ▼「越前おおの里の恵み」認証制度登録

の場合、補助対象経費の３分の２以内で上限30
万円 ▼「越前おおの産」産地保証制度登録の場合、
補助対象経費の３分の１以内で上限20万円 ▼ 耕
作放棄地で栽培する場合、補助対象経費の３分の
２以内で上限20万円

　市の四大特産作物（サトイモ、ネギ、ナス、キク）
の作付面積を拡大する農業者が、機械を導入する際
の経費を助成します。
対象者　農業者、生産者グループ、農業生産組織

など
対象機械　管理機、定植機、掘取機など
補助金額　補助対象経費の２分の１以内で上限50

万円、下限５万円
問　農業林業振興課 （☎64・4818）

　農村集落・集落営農組織などの活性化への取り
組みに助成します。
対象者　農村集落の自治会、農家組合など
対象経費　農村集落を活性化するため、自主的に取

り組む活動に必要な経費
補助金額　補助対象経費の３分の２以内で、１組織

当たり上限30万円。３年間継続した取り組みに
支援（複数集落で取り組む場合は、１集落当たり
上限20万円）

　農地の維持・機能向上を図るための取り組みに助
成します。
対象者　市内自治会などの団体
対象経費　農道や水路、里道の整備または補修費用

に係る材料購入費、機械リース代
補助金額　上限20万円

市では、建物および付属設備の売り払いを行います。

旧天狗岩ファミリーパークのケビン売ります！
売り払い物件　ケビン８棟（１棟ごとの売り払いとなる）
　昭和60年建築、木造平屋建て（25.42平方㍍、シャワー
　室・台所・便所付属）、あずまや１棟、炊事棟１棟
場所　旧天狗岩ファミリーパーク （大野市後野３）
売り払い条件　７月末までに解体・持ち出しできること
その他　希望者が多数の場合は、払い下げ希望代金の高
　い者を優先します

○現地説明会
日時　５月13日水午後２時～
場所　旧天狗岩ファミリーパーク （大野市後野３）
その他　現地集合。詳しくは、市ホームページで確認し
　てください
問　商工観光振興課 （☎64・4816）

農道等自主整備支援事業補助 結の故郷の恵み生産者支援事業補助

結の故郷特産作物生産拡大支援事業補助

環境にやさしい農業推進事業補助

結の故郷農村集落活性化事業補助
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▼
民
生
環
境
部
長（
兼
）福
祉
事
務

所
長
・
齊
藤
嘉
代
▼
産
経
建
設
部

長
・
朝
日
俊
雄
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
長
・
小
川
市
右
ヱ
門
▼
消
防

長
・
高
野
清
彦

▼
企
画
総
務
部
▽
企
画
財
政
課

長
・
加
藤
正
幸
▽
企
画
財
政
課
参

事（
兼
）企
画
財
政
課
国
体
推
進
室

長
・
中
村
吉
孝
▽
総
務
課
長（
兼
）

総
務
課
地
域
振
興
室
長
・
畑
中
六

太
郎
▽
防
災
防
犯
課
長
・
清
水
悦

朗
▼
民
生
環
境
部
▽
市
民
生
活
課

長（
兼
）浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
山

村
英
幸
▽
福
祉
こ
ど
も
課
長（
兼
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
・
櫻
井
早
苗
▽
健
康
長
寿
課
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（
兼
）保
健
セ
ン
タ
ー
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長
・
田
中

一
郎
▽
上
下
水
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課
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兼
）下
水

処
理
セ
ン
タ
ー
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長
・
岸
田
尚
悟

▼
産
経
建
設
部
▽
農
業
林
業
振
興

課
長（
兼
）六
呂
師
堆
肥
セ
ン
タ
ー

所
長（
兼
）有
機
堆
肥
製
造
施
設
所

長
・
齊
藤
清
英
▽
幹
線
道
路
課
長

（
兼
）幹
線
道
路
課
道
の
駅
推
進
室

長
・
末
永
勝
士
▼
越
前
お
お
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農

林
樂
舎
派
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・
脇
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▼
教
育

委
員
会
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務
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▽
大
野
公
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・
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田
伸
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▼
消
防
本
部
▽
次

長（
兼
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・
松
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▽
次
長

補
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兼
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▽
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▽
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業
林
業
振

興
課
・
石
森
幹
茂
▽
建
設
整
備

課
・
宇
野
純
一
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
▽
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護

室
・
田
中
孝
志
▽
同
・
酒
井
佑
輔

▽
大
野
公
民
館
・
飯
田
史
哉
▼
消

防
本
部
▽
県
消
防
学
校
派
遣
・
松

井
翔
▽
同
・
堂
林
洋
光
▽
同
・
中

山
諒

市
の
人
事
異
動
・
消
防
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
総
勢
１
６
９
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た（
消
防
お
よ
び
退
職
者
を

含
む
）。

　

新
採
用
は
16
人
、
退
職
者
は
15
人
で
す
。
異
動
の
内
容
は
、
部
長
級
４
人
、
課
長
級
17
人
、

課
長
補
佐
級
29
人
、
企
画
主
査
級
30
人
、
主
査
級
28
人
、
主
事
級
34
人
、
業
務
職
員
10
人
、
再

任
用
職
員
２
人
で
す
。

部　
長　
級

課　
長　
級

課
長
補
佐
級

新　
採　
用
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▽
羽
田
年
也（
民
生
環
境
部
長
）▽
佐

子
重
夫（
産
経
建
設
部
長
）▽
金
子
正

義（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）▽
石
田

純
也（
消
防
本
部
消
防
長
）▽
國
枝
勢

津
子（
総
務
課
長
）▽
臼
井
一（
防
災

防
犯
課
長
）▽
大
久
保
雅
章（
上
下
水

道
課
長
）▽
朝
日
弘
幸（
消
防
本
部

副
署
長
）▽
田
中
博
子（
春
日
保
育

園
長
）▽
村
上
美
代
子（
阪
谷
保
育
園

長
）▽
亀
岡
恵
子（
和
泉
保
育
園
長
）

▽
猪
野
則
夫（
消
防
本
部
和
泉
分
遣

所
長
）▽
前
川
孝
志（
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
企
画
主
査
）▽
古
里

廣
芳（
尚
徳
中
学
校
）▽
櫻
川
豊
明

（
和
泉
小
中
学
校
）

問　

総
務
課（
☎
64
・
４
８
２
０
）

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

平成27年度予算案や
平成26年度補正予算案などを可決

　２月24日から３月20日まで開催された第393回市議会定例会では、177億9900万円の平成27
年度一般会計予算案や「大野市いじめ問題対策連絡協議会設置条例案」などに加え、平成26年度一般
会計補正予算案も審議され、いずれも原案のとおり可決・同意されました。平成27年度当初予算の
内容は、４月号でお知らせしましたので、５月号では補正予算の概要などをお知らせします。

定例
市議会

平
成
26
年
度
予
算
の
補
正

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

９
億
５
３
７
６
万
９
０
０
０
円
を
増
額
。
補
正

後
の
累
計
は
２
１
０
億
３
４
６
９
万
８
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
▼
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
な
ど
の
発
行
負
担
金
、
定
住
・
結
婚
・

出
産
の
支
援
金
に
２
億
９
６
７
０
万
円
▼
中

心
経
営
体
な
ど
の
農
業
用
機
械
等
導
入
に

対
す
る
補
助
に
１
７
３
９
万
１
０
０
０
円

▼
特
用
林
産
物
生
産
・
加
工
施
設
の
建
設
費

に
６
億
９
５
３
４
万
２
０
０
０
円
▼
除
雪

委
託
料
の
増
額
に
１
億
８
０
０
万
円
な
ど

で
す

人
事
案
件
に
同
意

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
が
な

　

さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員（
敬
称
略
）

　

本
田
章（
泉
町
）、
兼
井
大（
今
井
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　

神
田
泰
淳（
今
井
）、
萩
原
勢
子（
泉
町
）、

　

木
下
守
弘（
朝
日
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

に
つ
い
て
同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員（
敬

　

称
略
）

　

池
端
保（
牛
ヶ
原
）

新たに道の駅推進室設置 
　まるごと道の駅拠点整備事業を推進するた
め、産経建設部幹線道路課内に道の駅推進室
を新たに設けました。
　また、所期の目的を果たした産経建設部建
築営繕課庁舎整備推進室を廃止しました。

消防も組織改革
　消防署では、組織改革として、通信指令課
を通信指令室とし、これまでの４課５グルー
プ１分遣所から３課１室５グループ１分遣所
としました。

　任期満了に伴う、県知事・県議会議員選挙が４月12日に行われました。

　即日開票の結果、県知事には西川一誠氏（無所属・70歳）が当選しました。

　今回の本市知事選の投票率は、31.56㌫で、前回を1.74ポイント下回る結果となりました。

県議は無投票
　４月３日に告示された県議会議員選挙の大野市選挙区は、山岸猛夫氏（自由民主党・67歳）と山田庄司氏

（無所属・78歳）が立候補。ほかに届け出がなく、共に無投票で再選が決まりました。

県知事・県議会議員選挙

投票者数と投票率 候補者別得票数※有効投票8,993票、無効投票152票 （カッコ内は本市分）

男　4,383人（32.05㌫）　女　4,763人（31.12㌫）

計　9,146人（31.56㌫）

当日の有権者数男 13,676人　女 15,305人　計 28,981人

当　西川　一誠
　　金元　幸枝

242,544票（7,605票）

　59,115票（1,388票）
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